
教育目標

みんなと仲よくできるこども

よく考えて勉強する子ども

心も体も強い子ども 平成 30年 7月 20日

関東では例年にない早い梅雨明けとなりましたが、西日本では豪雨による大きな被害が出てし

まいました。亡くなられた方々にはご冥福を祈りたいと思います。また、近畿地方の震災も記憶

に新しく、私たちはこれらを教訓に、自然災害対策を見直す機会としていきたいと思います。

さて、平成 30年度も４ヶ月が過ぎようとしています。この間、保護者ならびに地域の皆様には
本校の教育活動にご理解いただき、スポーツ大会・廃品回収・通学路除草・授業参観・懇談会、

田植えやふれあい祭り等にご協力いただきました。おかげさまで、子どもたちはのびのびと活動

し、成長の様子が実感できます。１学期を終えるにあたり、お世話になった皆様に心より感謝申

し上げます。

７月１日より、図書事務の先生が加わりました。

昨年度に引き続き、保護者・児童も参加する研修会を 初めまして、中田敦子です。

開催しました。まずは事故の無いように、そして、事故 羽生田小学校の皆さんは素直で優しいので、

に遭遇しても慌てず適切に対処できるように、今回の講 学校に来るのがとても楽しいです。これから

習を生かす心構えが必要です。 も、どうぞよろしくお願いします。

地域のおじいさん、おばあさん方にご参加いただき、恒例のふれあい祭りを開催しました。当

日は３５名の皆さんがお越しくださり、子どもたちと楽しいひとときを過ごしていただきました。

児童の群読発表 輪投げ・お手玉・ベーゴマなどで一緒に楽しく遊ぶ

＜参加者の感想＞
音読発表では、児童の皆さんのはきはきとした大きな声、そして堂々とした姿に感動しました。

合唱も少ない人数を感じさせないほど、体育館に歌声が響いてすばらしかったと思います。今度は皆
さんと運動会でお会いできることを楽しみにしています。

№４

１学期を振り返って

心肺蘇生法研修会 ６／１

ふれあい祭り（円遊会） ６月２０日

ようこそ 羽生田小へ



人権擁護委 １年生３人がすけ

員さんたちが がい保育園のお友だ

本校を訪れ、 ち４人を迎え、たな

人権の花贈呈 ばた交流会を開きま

式が行われま した。笹飾りをつく

した。花はみ ったり、一緒にゲー

んなで花壇に ムをしたりして遊び

植えました。 ました。来春はぜひ

この花が子どもたちの心の花となって、いつ 羽生田小へ来てほし

までも咲き続けますように。 いです。

栃木土木事務所の皆さんの指導により、『川の安全教室』が実施されました。夏休みには川へ出

かけることもあるでしょう。事故は想定しないときに発生します。そんなときに川の危険に関す

る知識を持つことは、私たちの命を守ることにつながります。

教室で川の危険について話を聞く 着衣のままでプールへ ペットボトルを持ってラッコ浮き

本校は近くに黒川があり、十分な注意が必要です。思わぬ深

みや、急な増水があるかもしれません。水辺には子どもだけで

行かないことや、危険な場所に気づいて近づかないようにする

ことが大切です。

今回の講習で服を着たままの方が体温を保持したり、空気を

はらんで浮きやすいということが分かりました。水の中では暴

ライフジャケットで浮かぶ れず水に浮かび、助けを待つのが良いとのことです。

１学期が終わり、7月 21日(土)から 9月 2日
(日)まで 42+2 日間の夏休みが始まります。終
業式では、１学期に積み上げてきたことを振り

返るとともに、２学期を迎えるときの姿を考え

て過ごすようにと話しました。夏休みは自主性

を養う良い機会です。ご家庭では家族と一緒に

過ごす時間を大切にするとともに、計画的で自

律した生活ができるよう見守ってあげてくださ

い。そして、ひとまわり成長して、全員元気に

２学期を迎えられることを期待しています。
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